須賀隆弘　プロフィール　
[image: ]　　法政大学体育会バドミントン部総監督、B.Pスポーツ代表
1971年1月生まれ、埼玉県出身。バドミントンの実業団選手として1993年にNTT東京に入社した後、全日本総合選手権シングルス優勝など、日本代表選手としても活動。2002年に現役を引退してからは、NTT東日本の社業に尽力するかたわら、低迷していた法政大学体育会バドミントン部の立て直しとして男子監督に就任。ボランティアにて学生を指導し、3度の大学日本一となった。
2016年、NTT東日本バドミントン部選手の違法賭博による不祥事後、部の立て直し役を命じられ、NTT東日本バドミントン部の監督に正式に就任。部を立て直すとともに、世界チャンピオンの桃田賢斗選手を指導した。2022年に同部の監督を退任後、法政大学体育会バドミントン部の総監督として、男女学生の指導にあたる。
現在は、法政大学の学生を指導しながら、これまでの様々な現場で積み重ねてきた指導経験と経験を通して得られた知識や知見を活かし、スポーツの健全な発展と地域スポーツの活性化に貢献し、スポーツの振興と発展に向け取り組んでいる。
活動実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■講演実績
小・中・高校生向け講演会、実技指導、自治体向け、一般市民向けなど講演実績多数　　■略歴
1993年 NTT東日本 実業団選手
2007年 法政大学体育会バドミントン部 男子コーチ
2008年 法政大学体育会バドミントン部 男子監督
2016年 NTT東日本バドミントン部 監督
2022年 法政大学体育会バドミントン部 総監督　
■主な指導実績
《法政大学》
・全日本学生バドミントン選手権 男子団体 優勝（2008、2010、2015、2023年）　　　　準優勝（2009年、2011年、2012年、2014年）　　　 女子団体 優勝（2022年）　　　　　　　　　　　《NTT東日本》＊2019年 文部科学大臣 優秀指導者スポーツ功労賞受賞　
・全日本実業団選手権大会 男子 準優勝（2019年）
・S/Jリーグ 男子 準優勝（2018年、2019年）
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